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動的相互作用と設計の基規準 

建築基準法の限界耐力計算に係る告示に構造物と地盤の動的相互作用の影響を考慮できる規定が導入されて，

20年以上が経過しました。この間に，動的相互作用の影響を考慮した構造物－地盤連成系の三次元非線形時刻歴

応答解析の技術が進展し，設計で用いられる場面も増えてきております。また，大地震時の構造物の被害や強震

記録に，動的相互作用が強く影響する場合のあることも，広く知られるようになってきました。 

一方で，告示の動的相互作用に係る規定は，現在も，ほぼ導入時のままの姿であり，法的拘束力のない書きぶ

りのままです（それが悪いわけではありませんが）。また，限界耐力計算を前提としていることから，静的設計の

枠組みの中で用いられる規定であり，これに動的な影響を如何に取り入れるのか，ジレンマを抱えたままのよう

にも感じられます。有限要素法など連成系を一体的な力学モデルとして応答解析する場合は除いて，構造物と地

盤を分離して系をモデル化する場合は，いわゆる地盤ばねの問題が不可避となります。元来は動的な地盤ばねを，

法令等で扱われる静的な設計体系で用いるために置換する方法について，学術の進展に伴い，古くて新しい課題

のような状況が，何十年も続いているようにも感じられます。応答評価の問題だけでなく，限界値の設定につい

ても，動的相互作用の影響を如何に考慮すべきか（あるいは考慮する必要ないのか），議論は進められていないよ

うにも感じられます。 

このような背景から，今一度，動的相互作用という実現象と，法令等はじめ種々の構造物に対する設計の基規準

との関係を眺め，動的相互作用の影響を考慮した構造物の設計法が将来目指すべき姿を探ってみたいと思います。 

（新井 洋，珠玖 隆行，神山 惇，佐藤 雄太，都田 真理恵，久松 伸一，松尾 祐子） 

 

－地盤工学会 歴代会長に聞く－ 

本号より，特別連載企画として，地盤工学会・歴代会長の紹介記事を龍岡文夫元会長から順不同で掲載します。

本企画は，自由記述形式やインタビュー形式でなく，①学生時代を振り返って，②研究者・技術者として，③地

盤工学会会長の経験を通して，④モチベーション維持のために，⑤地盤工学会の将来について，ご回答いただく

形式としました。 

本企画が読者の皆様の研究・開発活動に有益なものとなることを願っております。ご期待ください。 

（栗本 悠平，吉本 憲正，東 一樹，梅木 健太郎，河田 雅也，北岡 貴文，志比 利秀，辻 良祐，夏坂

亮太，西岡 周平，藤原 覚太，松田 圭大，伊藤 留寿都，井上 直史，加藤 謙吾，小徳 基，三枝 弘幸，

野並 賢，宮本 慎太郎） 
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